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ボーリング柱状図
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29.54 0.70 0.70

盛土

26.24 3.30 4.00

礫混り凝
灰質粘土
(CH-G)

22.54 3.70 7.70

礫混りシ
ルト
(M-G)

21.74 0.80 8.50

粘土質砂
礫
(GSC)

20.79 0.95 9.45

礫混りシ
ルト
(M-G)
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0.50mまでは粘土混り砂礫主体
礫はφ2～50mmの角礫で粘土、砂
を多く混る
0.50m～はやや固結度の高い礫混
り粘土
含水少なく粘性弱い
全体に固結状の凝灰質粘土
全体にスコリアを混入する
φ2～15mmの風化角礫を点在する

含水少なく粘性弱い
全体に固結したシルト主体の粘性
土
4.90mまではφ2～15mmの風化角
礫をやや多く混入する
4.90m以深は礫少なく細砂を多く
混入する

5.10～5.40m間に腐蝕木片や有機
物を多く混入する
5.40m～は極微量の有機物を点在
する

含水中位
φ2～80mmの亜円～亜角礫を主体
とする
礫間は砂混り粘土で充填される
最大径100mm程度点在する
含水少なく粘性弱い
やや固結したシルト主体
微量の有機物点在する
φ2～15mmの亜円礫、風化角礫を
少量混入する
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